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凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

道
商
工
連
の
事
務
所
移
転
が
決
ま
り
ま
し
た
。引
っ
越
し
は
10
月
末
ご
ろ

　

旧
統
一
教
会
と
の
関
係
に
つ
い

て
、
細
田
衆
議
院
議
長
が
よ
う
や

く
関
わ
り
の
存
在
を
認
め
た
よ
う

だ
。
た
だ
し
、
関
係
に
つ
い
て
の

説
明
は
一
切
な
く
１
枚
の
ペ
ー

パ
ー
の
み
▼
各
党
の
議
事
運
営
委

員
が
集
ま
っ
た
理
事
会
で
追
及
さ

れ
、
さ
す
が
に
こ
れ
で
は
逃
げ
切

れ
な
い
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
、
10

日
後
ま
で
に
よ
り
は
っ
き
り
と
し

た
追
加
説
明
を
す
る
と
の
こ
と
だ

▼
細
田
議
長
に
は
セ
ク
ハ
ラ
疑
惑

も
報
道
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
衆
議

院
の
定
数
是
正
に
つ
い
て
自
民
党

寄
り
の
問
題
発
言
す
ら
出
る
始
末

で
、
先
の
国
会
で
は
議
長
不
信
任

案
が
提
出
さ
れ
、
与
党
の
反
対
多

数
で
辛
う
じ
て
信
任
さ
れ
た
▼
国

権
の
最
高
機
関
の
長
と
し
て
の
権

威
も
何
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

辞
任
す
べ
き
と
の
声
が
与
党
自
民

党
側
か
ら
出
て
も
お
か
し
く
な
い

は
ず
だ
が
、
旧
統
一
教
会
の
問
題

に
異
論
を
唱
え
た
の
が
村
上
誠
一

郎
衆
議
院
議
員
だ
け
だ
っ
た
、
と

い
う
の
が
今
の
自
民
党
の
現
実
だ
。

お
寒
い
限
り
で
あ
る
。（
峰
）

　

道
商
工
連
が
毎
月
10
日
に
発

行
し
て
い
る
会
報
紙
『
道
商
工

連
』に
、
皆
さ
ま
が
製
作
し
た
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

宣
伝
物
を
同
封
し
て
、
会
員
企

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無
料
で
配

送
し
ま
す
。

　

毎
月
、
月
末
ま
で（
12
月
は
20

日
ま
で
）
に
２
５
０
部
を
道
商

工
連
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　

北
海
道
商
工
連
盟
と
同
協
同
組

合
は
９
月
13
日
、
第
26
回「
親
睦
ゴ

ル
フ
大
会
」
を
ダ
イ
ナ
ス
テ
ィ
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
北
広
島
（
北
広
島
市
）で

開
催
し
ま
し
た
。峰
崎
直
樹
道
商

工
連
会
長
を
は
じ
め
、
道
商
工
連

ゴ
ル
フ
同
好
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
９

組
35
人（
男
性
31
人
、
女
性
４
人
）

が
参
加
し
て
、
交
流
と
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は「
し
ら
か
ば
」と
、「
ら

い
ら
っ
く
」か「
あ
か
し
や
」の
二
手

に
分
か
れ
、
開
始
は
午
前
８
時
52

分
。ス
タ
ー
ト
時
の
曇
り
空
は
間
も

な
く
晴
れ
わ
た
り
、
林
間
を
渡
る

風
は
爽
や
か
で
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日

和
に
な
り
ま
し
た
。

第
26
回
道
商
工
連 

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
│
ダ
イ
ナ
ス
テ
ィ
Ｇ
Ｃ
北
広
島

爽
や
か
な
秋
空
の
も
と
和
や
か
に
交
流

　

ダ
イ
ナ
ス
テ
ィ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
北

広
島
は
、日
本
プ
ロ
ゴ
ル
フ
選
手
権

も
行
わ
れ
た
人
気
の
ゴ
ル
フ
場
で
、

傾
斜
に
富
ん
で
変
化
が
あ
り
、高
い

戦
略
性
が
求
め
ら
れ
る
コ
ー
ス
で

す
。

　

優
勝
は
㈱
エ
ー
イ
ー
テ
ッ
ク
の

永
井
良
則
社
長
。「
ら
い
ら
っ
く
」

41
、「
し
ら
か
ば
」44
、ハ
ン
デ
ィ
15
・

６
、
ネ
ッ
ト
69
・
４
。永
井
さ
ん
は

２
０
１
９
年
に
初
優
勝
さ
れ
て
お

り
２
回
目
。表
彰
式
で
、峰
崎
会
長

か
ら
優
勝
カ
ッ
プ
と
記
念
品
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

　

本
年
の「
交
流
晩
会
」を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。詳
細
は

次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

年
末
恒
例

交
流
晩
会
開
催
し
ま
す

日
時  

12
月
22
日（
木
）18
時
〜

場
所  

ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌

         （
札
幌
市
中
央
区
北
４
西
６
）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

優勝杯を受け取る永井良則さん（右）と道商工連峰崎会長



（２）
　

準
優
勝
は「
虹
の
会
」の
白
田
艶

子
さ
ん
、
第
３
位
は
北
海
道
労
働

金
庫
の
伊
藤
翼
さ
ん
で
し
た
。ベ
ス

ト
グ
ロ
ス
は
井
上
博
己
道
商
工
連

副
会
長
で
し
た
。成
績
上
位
者
は

３
ペ
ー
ジ
の
表
に
掲
載
し
て
い
ま

長
者
上
位
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
み
、野
外
活
動

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
年
ぶ
り
に

実
施
し
ま
し
た
。表
彰
式
の
会
場

は
、
テ
ー
ブ
ル
を
ア
ク
リ
ル
板
で
仕

切
る
な
ど
、
感
染
防
止
に
配
慮
し
、

手
指
の
消
毒
な
ど
も
徹
底
し
た
う

え
、黙
食
で
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ン
ペ
の
賞
品
は
、
ゴ
ル

フ
バ
ッ
ク
や
お
米
、ワ
イ
ン
、商
品
券

な
ど
多
数
で
、次
の
皆
さ
ま
か
ら
ご

協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
わ
き
綜
業（
株
）、桂
木
建
設
輸

送（
株
）、佐
藤
水
産（
株
）、（
株
）札
幌

メ
ー
ル
・
サ
ー
ビ
ス
、（
株
）日
本
設

計
、（
株
）日
本
ト
リ
ム
、
自
治
労
北

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

す
。

　

競
技
は
新
ペ
リ
ア
方
式
で
、
順
位

は
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ

で
、
指
定
の
２
コ
ー
ス
を
合
わ
せ
た

ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
。同
ネ
ッ
ト
の

場
合
は
ロ
ー
ハ
ン
デ
ィ
者
上
位
、
年

新型コロナの感染防止対策を徹底して表彰式

し
ら
か
ば
コ
ー
ス
１
番
の
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
ト
と
最
終
ホ
ー
ル
、
プ
レ
ー
前
の
ひ
と
と
き



３
　

道
商
工
連
と
同
協
同
組
合
は
９

月
22
日
、
連
盟
第
１
１
４
回
理
事

会
・
第
１
３
７
回
常
任
理
事
会
、

協
同
組
合
第
１
３
１
回
理
事
会
を

開
催
し
、
現
在
入
居
し
て
い
る
北
海

道
鉄
道
会
館
の
売
却
に
伴
う
事
務

所
の
移
転
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

移
転
先
は
、
い
ま
の
鉄
道
会
館
に

入
居
す
る
２
０
０
５
年
以
前
に
入

っ
て
い
た
「
北
海
道
労
働
福
祉
会
館

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
世
界
的
大
流
行

が
宣
言
さ
れ
て
２
年
半
あ
ま
り
。

海
外
で
は
い
ま
や
「
ノ
ー
マ
ス
ク
」

が
当
た
り
前
と
聞
く
。し
か
し
、
９

月
27
日
に
行
わ
れ
た
安
倍
晋
三
元

「
道
商
工
連
」が
引
っ
越
し
し
ま
す 

「
ほ
く
ろ
う
ビ
ル
」（
中
央
区
北
４
西
12
）へ 

11
月
１
日
か
ら 

ほ
く
ろ
う
ビ
ル
」の
４
階
で
す
。

　

現
在
の
北
海
道
鉄
道
会
館
の
第

３
者
へ
の
売
却
が
決
ま
り
、
賃
貸
契

約
期
間
は
２
０
３
３
年
６
月
末
ま

で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
来
年
７
月
以

降
、賃
料
を
地
域
相
場
に
引
き
上
げ

新
た
な
契
約
を
締
結
し
た
い
と
い

う
旨
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

鉄
道
会
館
の
譲
渡
は
会
館
の
都

合
で
あ
り
、契
約
期
間
満
了
ま
で
入

居
を
続
け
る
こ
と
は
可
能
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
会
館
を
所
有
し
て
き
た
一

般
財
団
法
人
国
鉄
労
働
会
館
札
幌

地
方
部
の
事
情
も
考
慮
し
、円
満
に

解
決
を
図
る
た
め
、
移
転
費
用
の
一

切
は
会
館
側
が
負
担
す
る
こ
と
で
、

了
承
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

移
転
先
の
「
ほ
く
ろ
う
ビ
ル
」
は

市
の
中
心
部
に
あ
る
た
め
、
何
か
と

便
利
で
す
が
、
家
賃
が
高
い
地
域
で

あ
る
た
め
、
財
政
状
況
か
ら
、
事
務

所
の
広
さ
は
現
在
の
３
分
の
１
程

度
と
な
り
、
応
接
室
な
ど
は
設
置
で

き
ま
せ
ん
が
、
事
務
局
の
機
能
は
最

低
限
、
維
持
す
る
こ
と
は
可
能
と
判

断
し
ま
し
た
。

　

10
月
中
に
引
っ
越
し
準
備
と
、
移

転
先
の
改
装
等
を
行
い
、
月
末
に
は

引
っ
越
し
し
て
11
月
１
日
よ
り
新

事
務
所
が
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で

す
。

　

自
家
用
車
で
お
越
し
の
際
は
、
専

用
の
駐
車
場
が
な
い
た
め
、
近
く
の

有
料
駐
車
場
を
ご
利
用
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

   1 永井　良則 14 44  85 15.6 69.4
   2 白田　艶子  43 45 88 16.8 71.2
   3 伊藤　　翼 46 46  92 20.4 71.6
   4 井上　博己 40 45  85 12.0 73.0
   5 氷見　　敦 49 51  100 26.4 73.6
   6 佐野　和孝 53 50  103 28.8 74.2
   7 田中　勝一 47 46  93 18.0 75.0
   8 冨田　　学  50 49 99 24.0 75.0
   9 辻田　一浩  40 46 86 10.8 75.2
 10 桂木　孝敏  45 40 85 9.6 75.4
 11 長岐　勝則  46 50 96 20.4 75.6
 12 峰崎　直樹  48 52 100 24.0 76.0
 13 小林千代美 50 49  99 22.8 76.2
 14 高野　善明  42 44 86 9.6 76.4
 15 加藤三紀子  41 50 91 14.4 76.6
 16 高橋　直樹 47 48  95 18.0 77.0
 17 和多田　武 50 54  104 26.4 77.6
 18 飯島　純一  50 53 103 25.2 77.8
 19 藤盛　敏弘  48 55 103 25.2 77.8
 20 佐藤ユキ子  46 50 96 18.0 78.0

ゴルフコンペ成績上位者 （敬称略）
順位 氏　　名 らいらっく    しらかば    あかしや        グロス         ハンディ    ネット

海
道
本
部
、
青
年
経
営
者
協
会
、

（
株
）
ダ
イ
ナ
ス
テ
ィ
ー
リ
ゾ
ー
ト 

、

（
株
）テ
ィ
・
エ
ス
・
エ
ス
、虹
の
会
・

長
岐
勝
則
、
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ

労
組
、
北
海
道
教
職
員
組
合
、（
株
）

北
海
道
通
信
社
、北
海
道
ユ
ニ
オ
ン

サ
ー
ビ
ス
（
株
）、
北
海
道
労
働
金

庫
、
連
合
北
海
道（
五
十
音
順
・
敬

称
略
）。ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

首
相
の
国
葬
で
は
参
列
者
に
マ
ス

ク
着
用
を
求
め
た
。そ
の
８
日
前

に
実
施
さ
れ
た
英
国
の
エ
リ
ザ
ベ

ス
女
王
の
国
葬
で
は
、参
列
さ
れ
た

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
を
は
じ
め
大

半
の
人
が
ノ
ー
マ
ス
ク
で
、
そ
の
差

を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

　

世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）に
よ

る
と
、９
月
19
〜
25
日
の
コ
ロ
ナ
感

染
者
数
は
日
本
が
53
万
５
５
０
２

人
で
、
実
に
10
週
連
続
で
世
界
最

多
。比
較
的
多
い
約
36
万
人
の
米

国
、約
35
万
人
の
ロ
シ
ア
な
ど
と
比

べ
て
も
突
出
し
て
い
る
。

　

感
染
症
学
が
専
門
の
松
本
哲
哉

国
際
医
療
福
祉
大
教
授
は
「
コ
ロ

ナ
が
呼
吸
器
系
の
疾
患
で
あ
る
以

上
、
お
し
ゃ
べ
り
や
く
し
ゃ
み
に
よ

っ
て
出
る
飛
沫（
ひ
ま
つ
）も
感
染
の

原
因
に
な
る
」と
、マ
ス
ク
に
は
、そ

れ
を
防
ぐ
と
い
う
明
確
な
意
味
が

あ
る
と
強
調
す
る
。

　

欧
米
で
は
現
在
、「
集
団
免
疫
」

に
近
い
状
況
で
、感
染
で
抗
体
価
は

上
が
る
が
、ワ
ク
チ
ン
接
種
が
加
わ

る
と
、さ
ら
に
高
ま
っ
た「
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
免
疫
」と
な
り
、
欧
米
で
は
既

に
多
く
の
人
が
獲
得
し
て
い
る
と

い
う
。米
国
の
Ｃ
Ｄ
Ｃ（
疾
病
対
策

セ
ン
タ
ー
）
が
今
年
４
月
に
公
表

し
た
２
月
時
点
の
調
査
で
、
感
染

し
た
時
に
で
き
る
抗
体
を
持
つ
人

の
割
合
は
推
計
57
・
７
％
だ
が
、

日
本
は
人
口
比
で
見
た
累
計
感
染

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

マ
ス
ク
を
外
せ
る
の
は
い
つ
？

欧
米
で
は「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
免
疫
」獲
得
も

新
型
コ
ロ
ナ 



（４）

里
か
ら
荷
結
び
目
ゆ
る
く
な

っ
た
母

外
野
の
子
四
つ
葉
が
あ
っ
た

と
デ
カ
イ
声

４
回
目
ワ
ク
チ
ン
で
歳
バ
レ

ち
ゃ
っ
た

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
と
も
い
え

る
ル
ア
ー
釣
り

マ
ッ
チ
っ
て
言
わ
れ
ど
ち
ら
も

分
か
ら
ぬ
子

し
ま
い
に
は
怒
る
よ
！
っ
て
怒

っ
て
る

お
ば
さ
ん
が
値
切
っ
て
く
る

が
俺
は
客

枯
れ
る
前
紅
葉
と
な
っ
て
ち

と
燃
え
る

要
る
と
き
は
い
つ
も
縮
ん
で

い
る
喪
服

て
い
ね
い
に
説
明
し
て
も
ウ

ソ
は
ダ
メ

し
て
ほ
し
い
中
村
医
師
こ
そ

国
葬
に

独
裁
者
独
り
で
な
れ
る
訳
じ

ゃ
な
い

野
仏
に
ま
だ
飲
め
そ
う
な
ワ

ン
カ
ッ
プ

俺
と
馬
あ
う
人
な
ぜ
か
出
世

せ
ず
（
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）

者
数
は
格
段
に
少
な
く
、
最
も
高

い
東
京
で
５
・
65
％
、
大
阪
５
・

32
％
だ
。

　

現
在
主
流
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は

重
症
化
リ
ス
ク
が
低
い
と
さ
れ
、欧

米
で
は
「
コ
ロ
ナ
恐
る
る
に
足
ら

ず
」と
い
う
認
識
が
広
が
り
、
検
査

を
積
極
的
に
行
わ
な
い
国
も
多
い

と
い
う
。日
本
の
コ
ロ
ナ
対
策
も
こ

こ
へ
来
て
緩
和
の
局
面
に
入
っ
て
き

　

毎
朝
７
時
前
に
起
床
し
、一
日
を

活
動
的
に
過
ご
す
習
慣
の
あ
る
65

歳
以
上
の
人
は
、
一
日
の
活
動
パ
タ

ー
ン
が
き
っ
ち
り
と
決
ま
っ
て
い
な

い
人
に
比
べ
て
、認
知
機
能
検
査
の

成
績
が
良
い
と
い
う
研
究
結
果

が
、
米
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
の
研
究
で

分
か
っ
た
。

　

典
型
的
な
一
日
の
活
動
パ
タ
ー

ン
は
４
つ
あ
り
、①「
毎
日
、午
前
７

時
前
に
起
床
し
、15
時
間
、同
じ
活

動
パ
タ
ー
ン
で
過
ご
す（
37
・
６
％
）

②
い
つ
も
同
じ
活
動
パ
タ
ー
ン
で

過
ご
す
が
、起
き
る
の
が
遅
い
か
寝

る
の
が
早
い
か
の
た
め
活
動
時
間

が
や
や
短
く
平
均
13
・
４
時
間

た
の
だ
が
、
そ
ろ
そ
ろ
マ
ス
ク
を
外

し
て
も
い
い
の
だ
ろ
う
か
。松
本
教

授
は
、「
日
本
で
は
ま
だ
集
団
免
疫

が
成
立
し
た
と
は
言
え
な
い
。今
の

時
点
で
外
す
と
、
今
後
の
流
行
は

大
規
模
に
な
る
」と
話
し
、
安
心
し

て
マ
ス
ク
が
外
せ
る
よ
う
に
な
る

の
は「
来
年
春
以
降
」と
見
て
い
る
。

（
毎
日
新
聞
10
月
３
日
、東
京
夕
刊
よ
り

要
約
）

（
32
・
６
％
）③
活
動
時
間
が
11
・

８
時
間
と
最
も
短
い
」（
９
・
８
％
）

④「
就
寝
時
間
が
遅
い
」（
20
・
０

％
）だ
っ
た
。

　

軽
度
認
知
障
害
と
判
定
さ
れ
た

対
象
者
の
割
合
は
、①
が
７
・
２

％
に
対
し
て
、②
12
・
０
％
、③

21
・
０
％
、④
18
・
０
％
と
、特
に

③
④
が
高
い
。「
活
動
」と
は
、
用
事

を
こ
な
し
た
り
、
散
歩
を
し
た
り
、

友
人
と
過
ご
す
な
ど
の
全
て
が
含

ま
れ
る
と
い
う
か
ら
、規
則
正
し
い

睡
眠
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、
毎
日

す
る
こ
と
を
決
め
、
や
る
こ
と
を

徐
々
に
増
や
し
て
い
く
と
い
い
ら

し
い
。

早
起
き
で
活
動
的
な
高
齢
者
は
認
知
機
能
落
ち
に
く
い

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）


